第８課　エルサレム会議

【暗唱聖句】
「わたしたちは、主イエスの恵みによって救われると信じているのですが、これは、彼ら異邦人も同じことです」使徒15:11

【今週のテーマ】
パウロとバルナバが伝道旅行に送り出されてから2年以上経過したのち、異邦人クリスチャンが増える中で、あるユダヤ人クリスチャンとの間に割礼に関する問題が湧き上がりました。教会はそれに対してどのように解決していったのかを今週は学びます。

【日曜日・論争点】
もともとアンティオキアの教会ではユダヤ人と異邦人が共に仲良く交わっていたようです。ところがエルサレムからやってきた信者の一団によって、関係が壊されてしまったようです。要は、割礼を異邦人が受けていないことを、ユダヤ人クリスチャンの中であまり快く思っていない人たちが少なからずいたということです。

「聞くところによると、わたしたちのうちのある者がそちらへ行き、わたしたちから何の指示もないのに、いろいろなことを言って、あなたがたを騒がせ動揺させたとのことです」使徒15:24

ここを読むと、教会からの意志とは関係がなく、一部の人たちがアンティオキアに出向き、勝手なことを言って教会を混乱させていたことがわかります。

「さて、ケファがアンティオキアに来たとき、非難すべきところがあったので、わたしは面と向かって反対しました。なぜなら、ケファは、ヤコブのもとからある人々が来るまでは、異邦人と一緒に食事をしていたのに、彼らがやって来ると、割礼を受けている者たちを恐れてしり込みし、身を引こうとしだしたからです。そして、ほかのユダヤ人も、ケファと一緒にこのような心にもないことを行い、バルナバさえも彼らの見せかけの行いに引きずり込まれてしまいました」ガラテア2:11～13

ペテロやバルナバたちが異邦人たちと仲良く食事をしていたのに、保守的な思想を持つ人々がやってきたとき、彼らを恐れて異邦人たちから距離をおこうとするほど、ある人々の影響力が強かったことがわかります。しかしそれに対してパウロは、そのような行動は「見せかけの行い」だと言って批判しました。人の目を気にしがちな日本人も、ついついこの見せかけの行いをしてしまうことがあるのではないでしょうか。また教会に混乱をもたらす人たちに対しては、「惑わす者」とか「偽の兄弟たち」というあだ名で呼んでいます。
彼らの考えは、救いは神の契約の共同体の中に見出されるべきものであり、割礼をしなければ神の民の一員になることはできないというものでした。このような考え方は間違っており、パウロは賛同するわけにはいきませんでした。

「ある人々がユダヤから下って来て、「モーセの慣習に従って割礼を受けなければ、あなたがたは救われない」と兄弟たちに教えていた」使徒15:1

このような律法主義的なことが教えられているということで、「パウロやバルナバとその人たちとの間に、激しい意見の対立と論争が生じ」（使徒15:2）ます。この問題はアンティオキアの教会だけで解決できる問題ではなかったため、パウロとバルナバを含む代表団をエルサレムに送り、解決策を見出すこととなりました。

【月曜日・割礼】
この対立における重要な問題は割礼でした。そもそも割礼は人間が考えたものではなく、神様がお命じになったものです。そしてそれは選民としてアブラハムの子孫との間に結ばれた契約のしるしでした。ところで、出エジプト記には興味深い記事があります。

「過越祭の掟は次のとおりである。外国人はだれも過越の犠牲を食べることはできない。ただし、金で買った男奴隷の場合、割礼を施すならば、彼は食べることができる」出エジプト記12章44、45節

奴隷の身分でさえ割礼を受けることができました。そして割礼を受けさえすればユダヤ人の神聖な祭りである過越の犠牲を食べることも可能となった、つまりユダヤ人と同じ資格を持つことができるようになったのです。このように奴隷でも割礼を受けユダヤ人のようになることができたことを考えれば、ハードルはそれほど高くはなく、また実際にこれまでそのようにユダヤ教に改宗してきた異邦人は少なくなかったのです。このことから保守的な人たちが異邦人たちに対して、割礼を要求することは自然なことでした。
しかし、割礼を受け選民であるユダヤ人にまずならなければ救われないというのは、契約と救いを混同しています。そもそもアブラハムが救われ義とされたとき、彼は割礼をしていませんでした。ただ契約と救いが密接に関係しているために、割礼をとても重要なものだと考えるようになったのでしょう。割礼も人間の行為です。人間の行為によって救いが決定するとすれば、福音の真理をゆがめ、神様の恵みを無にし、イエス・キリストの不必要なものとします。パウロはこれに同意することはできませんでした。

【火曜日・論争】
「ファリサイ派から信者になった人が数名立って、「異邦人にも割礼を受けさせて、モーセの律法を守るように命じるべきだ」と言った」（使徒15：5）の言葉から、異邦人に割礼を受けさせるように主張した人々の中には、ファリサイ派から改宗した人もいました。改宗したことは素晴らしかったのですが、福音の理解がまだ乏しかったのでしょう。このようなことは今日でも教会の中でみられることです。多くの議論が重ねられた後、ペテロやヤコブの発言が記録されています。パウロやバルナバの反論の言葉が記されていないのは残念ですが、まだペテロやヤコブなどの使徒の影響力のほうが大きかったのでしょう。ペテロがここで述べたのは、コルネリウスのような異邦人家族が割礼なしで、自分たちユダヤ人と同じ聖霊の賜物を受けることができたという事実でした。そして、次のように述べました。

「彼らの心を信仰によって清め、わたしたちと彼らとの間に何の差別をもなさいませんでした」使徒15:9

ペテロは、神様は異邦人に対して割礼ではなく、信仰によって心を清められたこと、そしてユダヤ人と異邦人との間に何の差別もなさらないことを主張しました。そして結論として次のように語ったのでした。

「わたしたちは、主イエスの恵みによって救われると信じているのですが、これは、彼ら異邦人も同じことです」使徒15：11

ペテロの発言後、「バルナバとパウロは自分たちを通して神様が異邦人の間で行われた、あらゆるしるしと不思議な業について話」します。そのあと、ヤコブが立ち上がり、旧約聖書のアモス書の預言を紐解きます。
「その日にはわたしはダビデの倒れた仮庵を復興しその破れを修復し、廃虚を復興して昔の日のように建て直す。 こうして、エドムの生き残りの者とわが名をもって呼ばれるすべての国を彼らに所有させよう、と主は言われる」アモス9：11，12

このアモス書に書かれてある預言の言葉を引用して、ヤコブは次のように語ります。

『「その後、わたしは戻って来て、倒れたダビデの幕屋を建て直す。その破壊された所を建て直して、元どおりにする。 それは、人々のうちの残った者や、わたしの名で呼ばれる異邦人が皆、主を求めるようになるためだ。」昔から知らされていたことを行う主は、こう言われる。』使徒15：16～18

ヤコブは「わが名をもって呼ばれるすべての国」を「わたしの名で呼ばれる異邦人」と言い直し、異邦人がイスラエルに組み込まれていくように、神様が初めからご計画されていたのだと語りました。それゆえ、通常イスラエルに住む外国人に要求されていること以外に、さらなる規制を課すべきではないと語っています。

【水曜日・使徒教会】
「聖霊とわたしたちは、次の必要な事柄以外、一切あなたがたに重荷を負わせないことに決めました。すなわち、偶像に献げられたものと、血と、絞め殺した動物の肉と、みだらな行いとを避けることです。以上を慎めばよいのです。健康を祈ります。」使徒15：28，29

エルサレム会議において、救いは恵みによるのであるという真理を確認することで、大きな混乱は解決しました。つまり異邦人が教会に加わるために割礼をする必要はないということです。しかし、ユダヤ人との無用な混乱を避け、平和な関係を築くために慎むべき4つのことも確認されました。すなわち、「偶像に献げられたものと、血と、絞め殺した動物の肉と、みだらな行いとを避けること」です。これらは結局のところ、レビ記17章から18章にかけて規定されているイスラエルの外国人寄留者に対する規定を再構成したものです。外国人でイスラエルに住みたければ、今まで行ってきた異教の風習を捨てなければならなかったわけです。そして、この規定を教会に加わるための規定として、再構成し当てはめたわけです。ところで他の戒めのことは言われていないので、安息日などの十戒も守らなくても良いと主張する人がいます。しかし、4つの守るべき規定は教会に加わるための条件であって、その他の戒めについては、クリスチャンとして神様の御心を実行することは当然期待されました。

【木曜日・エルサレムからの手紙】
エルサレムで決定されたことをアンティオキアに伝えるにあたって、エルサレムの使徒と長老たちの名前で手紙が託され、パウロとバルナバと一緒に「バルサバと呼ばれるユダおよびシラスで、兄弟たちの中で指導的な立場にいた人たち」が同行することが決定されました。この手紙は西暦49年書かれ、知るうる限り最も初期のキリスト教文書と言われています。

「さて、彼ら一同は見送りを受けて出発し、アンティオキアに到着すると、信者全体を集めて手紙を手渡した。 彼らはそれを読み、励ましに満ちた決定を知って喜んだ」使徒15：30，31 

[bookmark: _GoBack]エルサレムで決定されたことを知り、また書簡を携えてさらにエルサレム教会から指導的立場の人たちまでがやってきたことで、アンティオキア教会の人たちは喜び励まされました。4つの規定についても反対の意見がだされませんでした。しかし、その後も異邦人と食事をすることを問題視するユダヤ人たちが少なからずくすぶっていて、弟子たちでさえすべての決定を喜んでいたわけではなかったようです。
